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現所属 千葉県農林水産部水産局漁業資源課

全国各地

湖沼河川 生息 食性 在来生物群集

影響 与 指摘 社会問題化 。

平成 年 月 施行 「特定外来生物

生態系等 係 被害 防止 関 法律（外来生

物法）」 特定外来生物 指定 。千葉県

主要 湖沼河川 生息

年 年頃 移殖 考

。 房総半島中央部 位置 亀山湖

年 湛水 開始 多目的 湖

湛水翌年 本種 確認 遊漁

対象 。

本種 他 魚介類等 影響 明

本種 食性 亀山湖

亀山湖下流部 小櫃川 調査

亀山湖 資源 評価

標識放流 標識脱落率 漁獲死亡率

調査 行 。 釣 （以下

釣 ） 捕獲後 再放流（ 「

ー 」） 慣習 採捕時

取 扱 方法 漁獲死亡率 大 異 可能性

考 。原産国

ー 魚体 与 影響 数多

研究 多 生理機能 及

短期的 影響 係 ー

想定 空中曝露 再放流後 生存 与 影響

明 。

（ ） ー

及 生理的 影響 記 空中曝露

「 」 空中曝露後 長期的影

響 知見 述 。 日本国

内

ー 後 生残 報告

含 科魚類

報告 見 。

本種 生息地 資源量 評価

釣 空中曝露時間 再放流後

生存率 与 影響 明 飼育池

試験 実施 若干 知見 得 報告 。

試験 飼育池 取 上 空気

中 曝 一定時間経過後 飼育池 戻 後

生存状況 観察 年 月 日（試

験 ） 年 月 日（試験 ） 実施 。

供試魚 年 千葉県印旛沼 亀山湖

採捕 個体識別標識（ ） 魚体内 埋

込 後 約 年間飼育 用 。

試験区 設定 供試魚尾数 試験 空中

曝露時間 分区

尾 用 。試験

分区 尾

用 。供試魚 概要 表 表 示 。試

験 体長 ～ ㎜（平均 ㎜） 体重

～ ｇ（平均 ｇ） 試験 体長

～ ㎜（平均 ㎜） 体重 ～ ｇ（平均

ｇ） 体長 体重 試験毎 区間内

有意差 （ ）。空中曝露

供試魚 屋外 敷 合板上 各区 設定時間放置

オオクチバス は の

に し その などから に

を えるとして され してきた

そして に された に

よる に る の に する

により に された

においても な に しているが これ

らは から に されたと えられてい

る このうち に する は

に が された ダム であるが こ

こでは から が されており

の になっている

による の への を らかにするた

め これまでに の について および

にあたる において をしてきた

ほか におけるオオクチバス を する

ために や および につ

いて を ってきた オオクチバス り

バス り では の いわゆる キャッ

チアンドリリ ス が となっており の

り い により は きく なる

があると えられる のアメリカでは キャッ

チアンドリリ スが に える について く

されているが これらの くは に

ぼす な に るもので キャッチアンドリリ

スを した が の に える

については らかではない

は キャッチアンドリリ ス

が ぼす な を しているが にお

ける や の

については がないと べている また

では

ヤマメ

のキャッチアンドリリ ス の について され

ているが オオクチバスを むサンフィッシュ

における は あたらない

このため の における を する

にあたり バス りによる が の

に える を らかにするため での

を し の を たので する

は オオクチバスを から り げ

に し に に して その

の を することとし

および に した

には に および で

し ピットタグ を に め

んだ したオオクチバスを いた

の および は では

を および とし それぞれ

および を いた では

および とし それぞれ および

を いた の を および に す

では が は

では が

は

であり とも に

の はなかった は

を に いた に の す
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はじめに

と材料 方法



40

10 20
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588 460 614 548 460

15 30 45 60

8 8 8 9 33

319.6 321.1 326.3 315.1 320.4
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空中曝露 日後 生存率 （試験 ）

空中曝露時間 生存率（試験 ）

表
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供試魚数

平均
体長

最大
（㎜）

最小

平均
体重

最大
（ｇ）

最小

曝露時間 分 分 分 分

供試魚数

死魚数

日後 生存魚数

日後 生存率（％）

曝露時間 分 分 分 分

供試魚数

死魚数

日後 生存魚数

日後 生存率（％）

へい

の

の

へい

の

の

る で い ごとに

コンクリ ト に した

には および の を す

るとともに の およびへい の

を した また の

を した

では に した に

が で していたが には

した その の の は に してい

た には および

の に のスレによるものと われる かび

が に められたが その した

から アユ を ったが

いずれの も に した その の

に は られず の はいずれも

であった

の は れ は

の は であった

の への では い

ずれの もすぐに を した では

が を にして に したものの

には し が を し その のへい

もなかった では に が を

したが が し り が で し

ていた の では が し のへ

い を した した に その の やへ

い は られず から に に して

した では に がへい した

りの についても から に の

スレによるものと われる カビが められ に

した その はするものの な きは

せず

び に がへい

し のへい を した

の は り は

の は であった

これらの より の は の

では および の と

も で に した および では

で が であった

方法 行 曝露終了後 試験区 試験池（屋

外 ー 水槽 ㎡） 収容 。

曝露試験日 気温 収容時 水温 記録

収容後 遊泳状況 死魚 有無

確認 。 試験池収容後 日間 各区 生存

状況 観察 。

曝露後 分区 水槽 収容 直後

尾 水底 横転 翌日（ 月 日） 回

復 。 他 試験区 供試魚 正常 遊泳

。 月 日（曝露 日後） 分 分区

各 尾 体表 思 水

体側部 認 後自然治癒 。 月

日（曝露 日後） 給餌（活 ） 行

個体 活発 摂餌 。 後 各区 供試

魚 異常 見 日間 生存率

％ （表 ）。

曝露試験実施時 天候 晴 気温 ℃ 試験

池収容時 水温 ℃ 。

曝露後 水槽 収容直後 分区

個体 遊泳 開始 。 分区

尾中 尾 腹部 上 水面 浮上 時

間後 回復 全数 遊泳 開始 後

死 。 分区 収容直後 尾 遊泳

開始 尾 浮上 残 尾 水底 横転

。 時間後 観察 尾 遊泳 尾

死 確認 。生存 尾 後 病変

死 見 翌日 人影 敏捷 反応 逃避

。 分区 収容直後 尾 死 。残

尾 収容 日後 体側部 体表

思 水 認 徐々

発達 。 後 摂餌 活発 動 見

月 日（曝露 日後） 日（曝露 日後）

及 年 月 日（曝露 日後） 各 尾 死

全個体 死 確認 （表 図 ）。

曝露試験実施時 天候 曇 気温 ℃ 試験

池収容時 水温 ～ ℃ 。

結果 空中曝露後 生存率 月

高気温下 分 分 分 分 各区

％ 月 実施 分 分区

％ 分区 ％ 分区 ％ 。
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試験 真夏 高気温下 曝露試験 実施

死 個体 ℃以上

高気温条件 分以内 空中曝露 生存 大

影響 考 。

試験 気温約 ℃ 下 実施 分区

収容直後 全個体 正常 遊泳 分区

％（ 尾） 浮上 分区 ％（ 尾）

分区 ％（ 尾） 試験日当日 死 。

分以上 曝露 魚体 何

影響 分以上 死魚 発生

明 生存 影響 考 。

分区 死個体 生存個体 体長

有意差 （ｔ検定 ） 同様

分区 試験日 死 尾 後

死 尾 間 体長 有意差

（ｔ検定 ）。 魚体 大

空中曝露 影響 本試験 用 体長

範囲 考 。

各地 行 遊漁

ー釣 釣獲魚 再放流 。

場合 釣 針 魚 水中 取 上

後 釣 針 大 重 計 後 放

流 時間 長 数分 。

遊漁 想定

ー 空中曝露時間 放流 多 個

体 生存 示唆 。 本種 生息

域 全国各地 急速 広 要因 一

「 ー 」 行為

生存率 高 移殖放流先 資源水準 維持 大

影響 示 。翻 釣獲 個体 捕

殺 再放流 劇的 資源水準 低

下 可能性 示 。

現在 全国各地 ー

外来魚 駆除活動 実施 効果

必 明 。今後

ー 駆除等 漁獲圧 資

源水準 対 程度 影響 与

研究 必要 。

）千葉県亀山湖 生息 資源 評価

用 資料 遊漁

ー 想定 空中曝露後 生存率

飼育池 用 試験 行 。

） 年 月 日 ℃以上 気温 下 空中曝

露時間 分 分 分 分区 設定

試験 行 死魚 。

） 年 月 日 気温約 ℃ 下 空中曝露

時間 分 分 分 分区 設定

試験 行 分 分区

死魚 分区 ％ 生存 分

区 死 。

） 分区 死個体 生存個体 間 体長

有意差 。

） 分区 試験日当日 死個体

後 死個体間 体長 有意差 。

）各試験 観察結果 分以内 空中曝露

生存 大 影響 与 考 。

） 一般 行 釣

ー 行為 空中曝露時間

再放流 個体 多 生存 推

測 。

）淀 太我・井口恵一朗（ ）： 問題 経緯

背景 水研 ー研報

）小島英二・内田 晃（ ）：

（ ） 資源生態調査 千葉

内水試調報

）梶山 誠（ ）：亀山湖

食性 千葉内水試研報

）永野 歩・梶山 誠（ ）：小櫃川

食性 千葉内

水試研報

）尾崎真澄・梶山 誠（ ）：千葉県亀山湖

資源量 推定 千葉水総研研報
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では の に を した

にもかかわらず へい した はなく の

でも の では に

きな はないものと えられた

は の で し では

から が に したものの

では が し では

では が にへい した

このことから の では に らかの

があり ではへい が しており

らかに に するものと えられた

また におけるへい と の

における はなく に

において にへい した とその に

へい した との での における もなかっ

た このことから の きさ

の への については で いた

ではなかったものと えられた

で われているオオクチバスの では ほと

んどがルア りであり は されている

この り にかかった を から り げた

り をはずし きさや さを った で

するまでの は くても である このため

オオクチバスの において されるキャッチアン

ドリリ スの では された くの

が することが された これは の

が に に がっていった の つとし

て キャッチアンドリリ ス という における

の さが の の に きく

していることを す せば した を

し しないことにより に を

させられる があることを している

でオオクチバスやブル ギルなどの

の が されているが その につ

いては ずしも らかではない キャッチアン

ドリリ スや による がオオクチバスの

に して どの の を えているかなど

についてさらなる が である

に するオオクチバス の

に いる とするため によるキャッチア

ンドリリ スを した の につ

いて を いて を った

に の の で

を および に し

て を ったところ へい はなかった

に の で

を および に して

を ったところ および ではへい

はなかったが で が し

ではすべてへい した

におけるへい と の で

による はなかった

において のへい とその

のへい の による はなかった

の から の では

に きな を えないものと えられた

このため に われているバス りでのキャッ

チアンドリリ ス における では

された の くが していることが

された

バス の

と センタ
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